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平成20年度　崇城大学推薦入学試験問題 (専門高校)

数学 I (2日目：平成19年11月10日) 60分

1 次の各問に答えよ。

(1) 3点 (0,−1)，(1, 2)，(2,−3)を通る放物線をグラフとする 2次関数を求
めよ。

(2) 不等式−9x2 + 6x + 35 = 0を満たす整数 xの値を求めよ。

(3)
sin 60◦ cos 120◦

tan 135◦
+

cos 45◦

sin 30◦
の値を求めよ。

2 2次関数 y = ax2 + bx + cのグラフが x軸と 2点 (1, 0)，(3, 0)で交わり，y軸
と点 (0,−3)で交わっている。次の各問に答えよ。

(1) 定数 a，b，cの値を求めよ。

(2) この 2次関数の−1 5 x 5 3における最大値と最小値を求めよ。

3 辺 AD，BCが平行な台形 ABCDにおいて，AB = 3，AD = 5，BC = 10，
∠B = 60◦である。次の各問に答えよ。

(1) 対角線BDの長さを求めよ。

(2) 台形ABCDの面積を求めよ。
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解答例

1 (1) 求める 2次関数を y = ax2 + bx + cとする．

グラフが 3点 (0,−1)，(1, 2)，(2,−3)を通るから

−1 = c · · · 1©
2 = a + b + c · · · 2©
−3 = 4a + 2b + c · · · 3©

1©を 2©に代入して a + b = 3 · · · 4©
1©を 3©に代入して 4a + 2b = −2

すなわち 2a + b = −1 · · · 5©
4©， 5©を解いて a = −4，b = 7

よって，求める 2次関数は y = −4x2 + 7x − 1

(2) −9x2 + 6x + 35 = 0

両辺に−1をかけて 9x2 − 6x− 35 5 0

ゆえに (3x + 5)(3x− 7) 5 0

よって −5

3
5 x 5 7

3

したがって，この不等式の満たす整数 xは −1, 0, 1, 2

(3)
sin 60◦ cos 120◦

tan 135◦
+

cos 45◦

sin 30◦
=

√
3

2
×

(
−1

2

)
÷ (−1) +

1√
2
÷ 1

2

=

√
3

4
+

√
2

2 (1) y = ax2 + bx + cのグラフの x軸との共有点の x座標が 1，3であるから，
x2の係数に注意して

y = a(x− 1)(x− 3) · · · 1©
とおける．これが点 (0,−3)を通るから

−3 = a(0− 1)(0− 3) ゆえに a = −1

これを 1©に代入すると
y = −(x− 1)(x− 3) すなわち y = −x2 + 4x− 3

よって a = −1, b = 4, c = −3
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(2) (1)から y =−(x2 − 4x)− 3

=−{(x− 2)− 22} − 3

=−(x− 2)2 + 1

よって，−1 5 x 5 3において，yは

x = 2で最大値 1，

x = −1で最小値−8

をとる．

　

O

y

x
−1

2

1

−8

1 3

3 (1) AD//BCであるから

∠B = 60◦より∠A = 120◦

4ABDに余弦定理を適用すると

　 A

B C

D

3

5

10

BD2 = AB2 + AD2 − 2AB·AD cos A

= 32 + 52 − 2·3·5 cos 120◦

= 9 + 25− 2·3·5·
(
−1

2

)

= 49

BD > 0 であるから BD = 7

(2) AからBCに下ろした垂線の長さ hは

h = AB sin 60◦ = 3×
√

3

2
=

3
√

3

2

台形ABCDの面積を Sとすると

S =
1

2
h(AD + BC) =

1

2
× 3

√
3

2
× (5 + 10) =

45

4

√
3


